
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
十
三
世
紀
後
末
期
東
山
白
毫
院
・
霊
山
周
辺

―
―
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
―
―

牧

野

和

夫

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
に
行
っ
た
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
ト

ロ
ン
ト
大
会
（
於
ト
ロ
ン
ト
大
学
）
で
の
発
表
原
稿
日
本
語
版

に
、
若
干
の
補
記
と
一
、
二
の
資
料
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

英
文
要
旨
は
大
会
発
表
論
文
集
に
掲
載
、
英
文
原
稿
（
日
本
語

版
と
異
な
る
部
分
が
少
な
く
な
い
）
は
成
菩
提
院
調
査
報
告
書

に
全
文
掲
載
予
定
で
あ
る
。
時
間
厳
守
の
こ
と
も
あ
り
、
簡
単

な
記
述
に
終
わ
っ
た
が
、
一
部
分
は
文
学
作
品
の
側
か
ら
捉
え

直
し
た
近
刊
の
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
天
狗
」（
竹
林
舎

刊
）
に
詳
述
し
た
。
ご
参
照
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、

以
上
の
発
表
・
論
文
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
三
一
日
に
行
っ
た

伝
承
文
学
研
究
会
大
会
（
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）
に
お

け
る
発
表
「
中
世
文
学
史
の
一
隅
―
慶
政
（
円
海
）
の
周
辺
を

軸
に
―
」
の
一
部
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
も
あ
る
。

問
題
の
設
定

柏
原
談
義
所
（
学
問
寺
）
に
現
存
す
る
蔵
書
群
の
調
査
は
、
い
く

た
の
歴
史
の
変
転
を
蒙
っ
た
「
現
在
」
と
い
う
重
い
制
約
下
に
置
か

れ
て
い
る
。
貞
舜
・
慶
舜
の
活
動
以
前
の
活
発
な
中
世
の
活
動
を
、

そ
こ
に
窺
う
こ
と
の
で
き
る
典
籍
は
少
な
い
が
、
近
時
の
調
査
注
１

に

よ
っ
て
室
町
初
期
頃
の
柏
原
成
菩
提
院
の
蔵
書
形
成
を
考
え
る
に
際

し
て
、
湖
東
の
金
剛
輪
寺
や
洛
西
寺
戸
の
宝
菩
提
院
（
仏
華
林
）
と

の
典
籍
移
動
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
更
に
こ
の
両
寺
院

に
お
け
る
学
僧
・
典
籍
の
頻
繁
な
交
流
は
、
貞
舜
・
慶
舜
以
前
の
鎌

倉
時
代
後
末
期
の
�
東
山
交
流
圏
〈
小
川
・
白
毫
院
・
霊
山
・
安
居

院
・
金
山
院
ほ
か
〉�
と
呼
ぶ
べ
き
学
問
的
な
交
流
の
渦
を
お
ぼ
ろ

―３２―



げ
な
が
ら
窺
知
す
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
年
、
解
明
し
た
既
紹
介
の
断
簡
三
葉
の
周
辺
を
軸
に
、
一
、
二

を
加
え
推
測
し
、
可
能
性
に
言
及
し
た
い
。

一

穴
太
西
山
流
と
典
籍
逓
蔵
の
問
題
―
『
宝
秘
記
』
断
簡
と
『
阿

娑
�
抄
』
の
逓
蔵
に
つ
い
て
―

二

白
毫
院
（
太
子
堂
）
の
問
題
―
良
含
（
白
毫
院
円
光
上
人
）・

澄
豪
（
西
山
上
人
）・
遍
融
（
東
山
上
人
）
の
こ
と
―

付

東
山
霊
山
の
周
辺
―
遍
融
・
定
円
・
清
誉
、
宋
人
参

画
の
出
版
事
業
―

一

穴
太
西
山
流
と
典
籍
逓
蔵
の
問
題

―
―
『
宝
秘
記
』
断
簡
と
『
阿
娑
�
抄
』
の
逓
蔵
に

つ
い
て
―
―

近
年
、
解
明
し
た
既
紹
介
の
断
簡
三
葉
と
は
、
川
瀬
一
馬
氏
が
紹

介
注
２

（
書
誌
情
報
並
び
に
紙
背
記
の
説
話
の
全
文
翻
刻
と
表
の
述
記
の

部
分
翻
刻
）
さ
れ
た
断
簡
三
葉
（
一
巻
に
改
装
）
で
あ
る
。
表
面
に

記
さ
れ
た
聖
教
の
一
部
分
は
、
園
城
寺
蔵
『
宝
秘
記
』
第
二
十
四
冊

の
一
節
に
該
当
し
、
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
は
、
そ
の
紙
背
記
に

当
た
る
注
３

。

下
坂
守
氏
の
解
明
事
実
注
４

と
併
せ
て
記
述
す
る
。

�
三
井
寺
本
『
宝
秘
記
』
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
頃
に
書
写
さ

れ
た
が
、
底
本
は
金
剛
輪
寺
明
寿
院
の
蔵
本
。

�
金
剛
輪
寺
本
『
宝
秘
記
』
は
十
三
世
紀
頃
の
書
写
、
糊
継
ぎ
が
離

れ
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、
仮
に
継
い
だ
巻
子
本
で
あ
っ
た
こ
と

�
金
剛
輪
寺
本
『
宝
秘
記
』
は
円
海
な
る
三
井
寺
僧
侶
に
よ
っ
て
令

写
蒐
集
さ
れ
た
も
の
と
同
僧
の
書
写
し
た
も
の
と
が
混
在
す
る
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と

�
川
瀬
氏
紹
介
の
断
簡
三
葉
は
、
こ
の
三
井
寺
蔵
写
本
が
底
本
に
し

た
金
剛
輪
寺
本
そ
の
も
の
の
断
簡
で
あ
る
こ
と

九
条
道
家
の
意
向
の
許
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
『
宝
秘
記
』（
道
家

が
慶
政
を
介
し
て
進
め
た
�
宗
教
構
想
�
へ
展
開
注
５

）
は
、『
昭
和
現

存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
に
よ
る
曼
殊
院
蔵
の
古
写
本
が
知
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
曼
殊
院
蔵
の
古
写
本
が
金
剛
輪
寺
蔵
本
そ
の
も
の
で
あ

り
、「
金
剛
輪
寺
―
曼
殊
院
―
川
瀬
氏
披
見
断
簡
」
と
い
う
逓
蔵
の

流
れ
が
想
定
で
き
る
。

宮
島
新
一
氏
注
６

に
拠
れ
ば
、『
阿
娑
�
抄
』
の
逓
蔵
の
流
れ
が
、
や

は
り
「
金
剛
輪
寺
―
曼
殊
院
」
な
の
で
あ
る
。
見
返
し
に
「
金
剛
輪

寺
潅
頂
堂
」
と
い
う
墨
書
の
あ
る
曼
殊
院
蔵
『
阿
娑
�
抄
』
の
「
金

潅
記
末
」
な
ど
が
あ
り
、
見
返
し
の
大
半
に
は
「
貞
享
五
戊
辰
（
一

六
八
八
）
某
月
某
日
修
復
畢

金
剛
佛
子
光
海
」
と
い
う
光
海
の
修

理
墨
書
と
「
光
海
」
の
朱
文
鼎
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
光
海
は
享
保

十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
示
寂
し
た
金
剛
輪
寺
歴
代
住
職
の
一
人
で

あ
る
。
こ
の
光
海
の
代
に
金
剛
輪
寺
は
日
光
輪
王
寺
の
末
寺
か
ら
曼

―３３―



殊
院
の
末
寺
に
改
め
ら
れ
た
。
曼
殊
院
本
『
阿
娑
�
抄
』
は
貞
享
五

年
以
降
に
金
剛
輪
寺
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
宝
秘
記
』

と
同
様
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
頃
以
降
に
転
蔵
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
、
柏
原
成
菩
提
院
蔵
の
『
阿
娑
�
抄
』
の
う
ち
、
豪

鎮
書
写
・
令
写
校
合
の
古
い
写
本
群
は
、
曼
殊
院
蔵
本
・
京
都
の
三

千
院
円
融
蔵
本
と
一
具
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
す
る
見
解
も

あ
る
。
曼
殊
院
蔵
本
は
成
菩
提
院
再
興
の
時
期
・
貞
舜
入
院
以
降
に

金
剛
輪
寺
乃
至
西
山
宝
菩
提
院
か
ら
齎
さ
れ
た
も
の
で
、
曼
殊
院
末

寺
に
改
ま
っ
た
近
世
後
末
期
以
降
の
金
剛
輪
寺
か
ら
伝
来
し
た
か
、

と
考
え
ら
れ
る
注
７

。

一
方
、
曼
殊
院
蔵
『
阿
娑
�
抄
』
が
金
剛
輪
寺
に
施
入
さ
れ
た
時

期
は
確
定
し
難
い
。
書
写
年
代
の
遅
い
『
阿
娑
�
抄
』
は
貞
和
二
年

（
一
三
四
六
）
に
は
金
剛
輪
寺
に
施
入
さ
れ
て
い
た
。
元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）
以
前
に
金
剛
輪
寺
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き

る
も
の
も
あ
る
。
曼
殊
院
蔵
金
剛
輪
寺
旧
蔵
『
宝
秘
記
』
も
、
時
期

を
推
定
す
る
手
が
か
り
は
な
い
が
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
経
由
し
た
可
能

性
は
あ
る
。

穴
太
小
川
・
西
山
流
の
歴
代
「
承
澄
―
澄
豪
―
豪
鎮
」
以
下
の
穴

太
西
山
流
の
学
僧
、
と
り
わ
け
鎌
倉
時
代
後
期
の
澄
豪
の
事
績
が
留

意
さ
れ
る
（
ち
な
み
に
、
近
時
、
縱
１５
糎
内
外
、
横
１２
糎
内
外
の
桝

型
本
の
『
阿
娑
�
抄
』（
文
明
頃
写
）
を
披
見
し
た
。『
阿
娑
�
抄
』

の
一
帖
が
桝
型
と
い
う
形
態
の
系
統
に
位
置
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
）。

二

白
毫
院
（
太
子
堂
）
の
問
題
―
良
含
（
白
毫
院
円
光

上
人
）・
澄
豪
（
西
山
上
人
）・
遍
融
（
東
山
上
人
）

の
こ
と
―

付

東
山
霊
山
の
周
辺
―
遍
融
・
定
円
・
清
誉
、
宋

人
参
画
の
出
版
事
業
―

近
年
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
澄
豪
の
顕
著
な
事
績
と
し
て
白
毫

院
（
太
子
堂
）
に
お
け
る
書
写
・
伝
授
行
為
が
あ
る
注
８

。「
弘
安
六
年

（
１
２
８
３
）
９
・
１７

於
白
毫
院

良
含
記
『
陀
納
深
密
口
決
西

勝
』
書
写
（
澄
豪
）」
か
ら
「
永
仁
二
年
（
１
２
９
４
）
１０

於
白
毫
院

行
遍
、
白
毫
院
御
座
之
白
毫
院
御
座
之
白
毫
院
御
座
之

白
毫
院
御
座
之
西
山
上
人
時
面
授
（
受
）
口
決
」
な
ど
に
至
る
書
写

奥
書
類
で
確
認
で
き
る
。
と
く
に
白
毫
院
円
光
上
人
良
含
と
の
面
授

受
は
看
過
し
得
な
い
。

承
澄
、
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
澄
尊
の
撰
述
と
も
言
わ
れ
る
『
阿
娑

�
抄
』
の
撰
述
奥
書
を
適
宜
拾
い
、
更
に
澄
豪
・
良
含
（
遍
融
・
円

海
・
秀
範
な
ど
は
必
要
事
項
の
み
摘
記
）
の
事
績
を
蒐
集
し
、
建
治

以
降
正
安
か
ら
文
保
頃
ま
で
の
白
毫
院
に
関
す
る
年
表
を
一
覧
す
る
。

と
く
に
注
記
の
な
い
場
合
は
、
承
澄
が
主
体
で
あ
る
。
阿
は
『
阿
娑

�
抄
』
の
簡
称
。

寛
元
三
年
（
１
２
４
５
）
２
・
２７

於
小
川

阿
『
七
仏
薬
師
』
草

―３４―



了
建
長
三
年
（
１
２
５
１
）

於
小
河

『
神
供
作
法
取
水
』
草
了

（
略
）

建
治
三
年
（
１
２
７
７
）
５
・
２７

『
一
二
三
名
目
』
書
写

建
治
三
年
（
１
２
７
７
）
初
冬
候

阿
『
隋
行
私
記
』
抄
記
之
畢

建
治
四
年
（
１
２
７
８
）
１
・
１

阿
『
許
可
』
書
写
了

�
弘
安
二
年
（
１
２
７
９
）
２
・
９

『
悉
曇
灌
頂
私
記
』
記
之

良
含

参

考
：
弘

安

二
〔
三
〕
年
（
１
２
７
９
（
８０
））
３
・
３

阿

『
悉
地
記
』
書
了

�
弘
安
三
年
（
１
２
８
０
）
１２
・
１３

『
悉
曇
灌
頂
私
記
』『
阿
字
不

生
灌
頂
私
記
』「
当
用
之
間
私
記
之

良
含
」

�
弘
安
四
年
（
１
２
８
１
）
６
・
１１

阿
『
合
行
』
書
改
了

�
弘
安
四
年
（
１
２
８
１
）
６
・
１１

阿
『
四
種
念
誦
事
』
書
改
之

了
�
弘
安
四
年
（
１
２
８
１
）
７
・
１５

阿
『
金
灌
記
』
書
写

�
弘
安
四
年
（
１
２
８
１
）
７
・
１８
七
十
七

法
華
玄
義
巻
一
書
写

（
版
下
）

�
弘
安
五
年
（
１
２
８
２
）

七
十
八

法
華
玄
義
巻
二

書
写
（
版
下
）

�
弘
安
六
年
（
１
２
８
３
）
５
・
２４

於
白
毫
院

『〔
題
未
詳
〕』

（
不
完
聖
教
二
・
２
６
７
８
）「
賜
之
写
了

遍
―
（
融
）」

	
弘
安
六
年
（
１
２
８
３
）
６

法
華
玄
義
巻
五
書
写
（
了
覚
）・

法
印
権
大
僧
都

□
□
（
忠
源
）



弘
安
六
年
（
１
２
８
３
）
９
・
１７

於
白
毫
院

良
含
記
『
陀
納

深
密
口
決
西
勝
』
書
写
（
澄
豪
）

�
弘
安
六
年
（
１
２
８
３
）

阿
『
胎
曼
釈
』
写
了
（
書
写
者
不

詳
）

�
弘
安
八
年
（
１
２
８
５
）
４
・
３０

『
法
華
文
句
記
』
巻
八
本

「
弘
安
八
年
四
月
三
十
日

始
従
一
位
良
教
卿
筆

終
宋
了
一
続

筆
」



弘
安
八
年
（
１
２
８
５
）
６
・
３

於
白
毫
院
？
『〔
題
未
詳
〕』

（
不
完
聖
教
二
・
２
６
９
６
）「
賜
之

遍
―
（
融
）」〈
生
年
四
十

七
）〉

�
弘
安
九
年
（
１
２
８
６
）
１
・
２５

於
九
條
殿

理
真
よ
り
良
含
、

『
書
写
山
真
言
書
』
書
写
、
某
月
・
１８
伝
受

�
正
応
二
年
（
１
２
８
９
）
１
・
２３

於
白
毫
院
？
良
含
よ
り
澄
豪
、

『
書
写
山
真
言
書
』
書
写
、
２
・
１
伝
受
注
９

�
永
仁
二
年
（
１
２
９
４
）
１０

於
白
毫
院

行
遍
、
西
山
上
人
白

毫
院
御
座
之
時
面
授
（
受
）
口
決

�
正
安
元
年
（
１
２
９
９
）
６
・
２８

於
白
毫
院
？
寂
仙
上
人
遍
融
、

円
海
上
人
に
『
造
作
如
意
宝
日
記
（
造
作
井
金
台
同
事
）』
を
授

け
る
。

�
文
保
元
年
（
１
３
１
７
）
６
・
１５

於
東
山
旅
室

秀
範
、「
理
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趣
醍
聞
鈔
」
を
書
写

�
文
保
元
年
（
１
３
１
７
）
６
・
１８

於
東
山
霊
山
幽
室

秀
範
、

題
未
詳
を
書
写

�
文
保
元
年
（
１
３
１
７
）
８
・
２

於
東
山

秀
範
、
円
海

の
口
授
に
よ
り
「
尊
勝
院
流
印
信
」
を
書
写

か
く
て
、
弘
安
四
・
五
年
最
晩
年
の
小
川
承
澄
は
『
阿
娑
�
抄
』

の
「
書
改
」
な
ど
に
関
わ
り
、
刊
行
予
定
の
『
法
華
玄
義
』
巻
一
の

版
下
を
書
き
終
え
て
没
す
る
。
以
降
、
弘
安
六
年
よ
り
承
澄
膝
下
の

良
含
・
澄
豪
を
軸
に
し
て
遍
融
・
円
海
な
ど
の
「
伝
受
授
」
の
場
と

し
て
律
院
化
後
の
白
毫
院
が
、
俄
然
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
正
安
元
年
頃
ま
で
の
一
五
、
六
年
間
の
白
毫
院
に
お
け
る

交
渉
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
た
文
物
、
と
く
に
典
籍
類
が
、
澄
豪
や
行

遍
な
ど
を
介
し
て
お
そ
ら
く
穴
太
西
山
流
へ
継
承
さ
れ
、
主
と
し
て

西
山
佛
華
林
な
ど
へ
転
じ
、
さ
ら
に
は
金
剛
輪
寺
や
柏
原
成
菩
提
院

に
蓄
え
ら
れ
、
近
世
後
末
期
以
降
に
至
り
そ
れ
ら
の
一
部
が
曼
殊
院

へ
逓
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
考
え
る
。
近
時
発
見
さ
れ
た
金

剛
輪
寺
蔵
『
観
音
玄
義
科
』
一
巻
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
注
１０

。

円
海
の
関
与
し
た
『
宝
秘
記
』
も
白
毫
院
経
由
を
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
か
つ
て
牧
野
「
中
世
天
台
談
義
所
の
典
籍
受
容
に
関
す
る

考
察
」（『
延
暦
寺
と
中
世
社
会
』〈
二
〇
〇
四
・
六

法
蔵
館
〉）
に

お
い
て
駿
河
智
満
寺
旧
蔵
典
籍
類
の
逓
蔵
の
問
題
を
扱
っ
た
が
、
近

時
、
次
の
よ
う
な
聖
教
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
紹
介
す
る
。

馬
淵
和
夫
氏
『
影
印
注
釈

悉
曇
学
書
選
集
』
第
二
巻
（
昭
和

６３
・
２

勉
誠
社
）
に
収
載
さ
れ
た
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
天
福
二
年

写
『
悉
曇
要
決
』（
十
・
二
一
・
１
）
粘
葉
四
帖
で
あ
る
（
平
成
二

十
二
年
度
の
筑
波
大
学
図
書
館
の
館
内
展
示
品
に
、「
成
菩
提
院
」

旧
蔵
の
当
該
書
の
あ
る
こ
と
を
、
御
教
示
頂
い
た
山
澤
学
氏
に
深
謝

申
し
上
げ
る
）。
馬
淵
氏
解
題
を
引
用
す
る
。

「（
巻
一
奥
書
）

一
交
畢

重
合
点
了

書
本
冶
承
五
年
辛
丑
二
月
廿
四
日
越
州
坂
北
於
豊
原
寺
書
之

梵

字
二
字

天
福
二
年
甲
午
七
月
十
七
日
智
法
寺
別
処
於
興
禅
院
書
了

小
比

丘
信
亳

今
心
俊
相
伝
之
処
也

仏
本
行
集
経
中
太
子
入
学
堂
時
只
唱
阿
伊
優

鳴
五
字
迦
等
三
十

四
字
故
知

五
音
為
十
二
者
也

書
本
二
錐
有
之
入
処
ヲ

不
知
也
云
云

一
見
了

（
巻
二
奥
書
）
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天
福
二
年
甲
午
七
月
廿
四
日
寓
走
湯
寺
別
処
興
禅
院
書
了

小
比

丘
信
毫

後
日
重
交
合
了

（
巻
三
奥
書
）

心
俊
相
伝
之
処

天
福
二
年
甲
午
七
月
四
日
於
興
禅
院
書
了
信
毫

一
交
畢
重
交
合
了
」

（
巻
四
奥
書
）

天
福
二
年
甲
午
八
月
四
日
於
□
□
寺
別
処
興
禅
院
書
了

仁
尊

同
六
日
交
合
了
信
豪

書
本
云
治
承
五
年
歳
次
辛
丑
三
月
廿
六
日
越
州
坂
北
豊
原
寺
修
行

之
書
之
了

梵
字
二
字

こ
の
奥
書
に
よ
り
、
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
に
信
豪
な
る
者
が
、

治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
孔

（beb

平
鍵
（
範
）
か
）
な
る
者
が

写
し
た
本
を
書
写
し
、
こ
れ
を
手
沢
本
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
「
成

菩
提
院
」
の
「
心
俊
」
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
既
述
の
ご
と

く
、
心
俊
は
『
悉
曇
要
集
記
』
文
暦
二
年
本
の
所
持
者
で
も
あ
っ

た
。」さ

ら
に
、『
悉
曇
学
書
選
集
』
第
二
巻
に
は
、
馬
淵
氏
蔵
文
暦
二

年
写
『
悉
曇
要
集
記
』（
十
・
一
六
・
１６
）
粘
葉
一
帖
が
紹
介
さ
れ

「
奥
書
」
も
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「

文
暦
二
年
乙
未
正
月
十
五
日
未
尅
書
了

執
筆
小
比
丘
道
義
房
静
明
生
年
廿
九
歳
也

以
五
本
交
合
文
極
悪
也
」

書
誌
情
報
と
し
て
表
紙
左
下
に
「
成
菩
提
院
」「
心
俊
」
と
あ
る

こ
と
、
第
一
丁
第
一
行
下
方
に
「
小
汀
文
庫
」
の
二
重
匡
廓
朱
印
、

巻
末
に
「
小
汀
文
庫
」
の
単
廓
朱
印
の
あ
る
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
、

「「
成
菩
提
院
」
は
本
選
集
所
収
の
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
悉
曇

要
決
』
の
表
紙
に
書
記
さ
れ
た
も
の
と
同
筆
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
奥

書
中
に
該
本
の
相
伝
者
と
し
て
心
俊
の
名
が
見
え
る
か
ら
、
こ
の

『
悉
曇
要
集
記
』
は
『
悉
曇
要
決
』
と
一
緒
に
成
菩
提
院
所
住
の
心

俊
な
る
者
の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
成
菩
提
院
、

心
俊
に
つ
い
て
は
未
詳
。」（
頁
４
）
と
さ
れ
た
。

悉
曇
関
係
の
こ
の
両
書
は
、
正
に
「
走
湯
」（
伊
豆
）
と
「
智
満

寺
」（
私
に
「
満
」
と
よ
む
）
と
を
結
ぶ
、
天
福
二
年
頃
の
「
信

豪
」「
信
毫
」
の
手
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
成
菩
提
院
現
蔵
『
蘇
悉

地
対
受
記
』
一
帖
ほ
か
と
同
一
筆
者
に
係
る
悉
曇
書
群
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。「
走
湯
」（
伊
豆
。
重
書
き
、
下
字
不

明
）
と
「
智
満
寺
」（
擦
り
け
ち
）
の
両
寺
に
お
け
る
相
互
授
受
と

い
う
こ
と
で
金
澤
文
庫
保
管
『
忍
空
授
釼
阿
状
』
の
「
安
貞
二
年
七

月
廿
日
於
伊
州
走
湯
山
来
迎
院
授
与
駿
州
智
満
寺
住
僧
堯
真
」
と
同

じ
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
（「
信
亳
」
も
、
金
沢
文
庫
資
料
に
、
伊
豆

浄
蓮
な
ど
と
名
を
列
ね
る
「
信
亳
」
そ
の
人
の
可
能
性
が
生
じ
て
い

る
。
今
後
の
課
題
）。
悉
曇
学
の
領
域
を
考
慮
す
る
と
承
澄
、
良
含

（
円
光
上
人
）、
澄
豪
（
さ
ら
に
は
岩
蔵
大
円
上
人
が
傍
系
と
し
て
考
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慮
さ
れ
る
）
な
ど
が
「
白
亳
院
」「
成
菩
提
院
」
周
辺
に
浮
か
ぶ
が
、

思
融
（
円
珠
）
や
忍
空
を
介
す
れ
ば
戒
壇
院
・
法
華
寺
系
と
も
関
連

す
る
。
詳
細
な
書
誌
情
報
な
ど
を
含
め
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ほ
か
に
良
含
関
係
で
一
点
の
紹
介
が
あ
る
の
で
、
引
用
す
る
。

東
寺
観
智
院
蔵
『
悉
曇
字
記
聞
書
』（
信
範
撰
）（
八
・
八
・
３
）
で

あ
る
。
第
一
冊
の
奥
書
に
、

「

観
応
三
年
六
月
廿
八
日
賜
大
柳
御
本
於
河
東
妙
法
院
御
前
六

帖
内
五
一
帖
書
写
終
畢

祐
禅

此
是
明
了
房
信
範
上
人
抄
也
云
云

御
本
奥
云

以
白
亳
院
上
人
御
本
校
合
畢

八
月
十
三
日
校
合
畢

」

と
あ
る
、
と
。「
白
亳
院
」
に
つ
い
て
は
、『
阿
娑
縛
三
国
明
匠
略

記
』（
続
群
書
類
従
巻
第
二
百
二
）
の
巻
首
の
「
私
云
。
取
要
抄
出

畢
。
為
御
抄
披
見
時
也
。
此
略
記
。
白
亳
院
円
光
上
人
御
類
畏
（
集

の
あ
や
ま
り
か
）
也
。」
に
従
い
、「
天
台
の
小
川
流
と
も
関
係
が
深

か
っ
た
こ
と
」「
白
亳
院
上
人
」
は
円
光
の
こ
と
か
。」（
頁
１０
）
と

さ
れ
た
。

以
上
の
詳
細
は
近
刊
予
定
の
別
稿
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
天

狗
」（
竹
林
舎
刊
）
参
照
。

付

東
山
霊
山
の
周
辺
―

遍
融
・
定
円
・
清
誉

『〔
題
未
詳
（
不
完
聖
教
三

２
７
２
１
）〕』
の
奥
書
「
永
仁
三
年

閏
二
月
廿
三
日
、
於
仁
和
寺
成
就
院
／
以
東
山
寂
―
（
仙
）
上
人
御

本
奉
書
写
了
／
金
剛
来
彿
子

定
�
」
と
あ
る
よ
う
に
遍
融
は
、
永

仁
三
年
（
１
２
９
５
）
に
は
「
東
山
」
を
冠
し
て
お
り
、
光
宗
撰

『
渓
嵐
拾
葉
集
』「
縁
起
」
に
登
場
す
る
徳
治
年
中
（
一
三
〇
六
〜

八
）
の
「
霊
山
院
ノ
寂
仙
上
人
」
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
永
仁

三
年
以
前
に
「
東
山
霊
山
院
・
白
毫
院
」
を
拠
点
に
し
た
学
僧
と
考

え
ら
れ
る
。『
天
狗
草
紙
（
七
天
狗
絵
詞
）』
の
撰
者
に
比
定
さ
れ
る

僧
侶
で
あ
る
が
、
永
仁
三
年
以
前
文
永
頃
に
「
東
山
霊
山
院
」
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
た
学
僧
で
は
三
井
寺
の
定
円
が
有
名
で
あ
る
。
定

円
は
反
御
子
左
派
の
父
真
観
没
後
の
歌
書
群
を
伝
領
し
、
三
井
寺
僧

清
誉
と
と
も
に
東
山
霊
山
あ
た
り
で
素
寂
（
源
光
行
を
父
、
親
行
を

兄
）
を
中
心
に
し
て
書
写
・
校
定
作
業
に
勤
め
た
事
績
が
近
年
あ
き

ら
か
に
な
っ
た
が
注
１１

、
仏
事
法
会
の
式
文
に
学
才
を
揮
い
安
居
院
澄
憲

と
双
璧
と
讃
え
ら
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
注
１２

。
霊
山
院
に
は
文
永

以
降
も
継
続
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
書
・
歌
論
書
の
蓄
積
が
あ
っ
た
、

と
予
想
さ
れ
る
。
遍
融
の
頃
の
霊
山
院
は
正
に
「
天
狗
」
と
「
歌

論
」
が
交
叉
す
る
「
場
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
野
守
鏡
』
の

撰
述
の
時
期
が
永
仁
頃
で
あ
る
な
ら
ば
、
看
過
し
が
た
い
エ
リ
ア
で

―３８―



も
あ
っ
た
。
前
節
の
白
毫
院
に
関
す
る
年
表
に
見
る
如
く
円
海
の
資

秀
範
も
霊
山
で
の
書
写
活
動
が
知
ら
れ
る
。
文
保
元
年
の
書
写
は
円

海
の
口
授
に
よ
っ
て
の
「
書
写
」
な
の
で
あ
る
。

弘
安
六
年
以
降
十
数
年
の
間
、
白
毫
院
を
軸
に
活
動
し
て
い
た
良

含
・
澄
豪
・
遍
融
の
動
き
は
、
承
澄
晩
年
の
頃
か
ら
弘
安
八
年
に
か

け
て
天
台
三
大
部
並
注
疏
記
の
刊
刻
事
業
に
願
主
・
本
文
書
写
（
版

下
）
と
し
て
集
結
し
た
学
僧
な
ど
の
人
脈
に
連
な
る
点
は
興
味
深
い
注
１３

（
こ
れ
ら
の
詳
細
は
平
成
２３
年
３
月
中
に
発
表
予
定
。
な
お
増
田
欣

氏
『
中
世
文
芸
比
較
文
学
論
考
』〈
汲
古
書
院

２
０
０
２
〉
参
照
）。

承
澄
・
忠
源
は
小
川
流
、
親
守
・
清
誉
は
三
井
寺
、
憲
實
は
安
居

院
流
（
三
井
寺
定
円
と
親
密
）、
親
瑜
は
、
お
そ
ら
く
「
実
勝
―
親

瑜
―
秀
範
―
円
海
」
の
系
譜
に
認
め
ら
れ
る
親
瑜
か
、
と
考
え
る
。

こ
れ
に
『
法
華
文
句
』
巻
七
版
下
担
当
「
東
寺
門
流
金
剛
仏
子
源

舜
」
と
い
う
東
寺
門
流
を
加
え
、
そ
の
顔
ぶ
れ
に
宋
了
一
・
大
宋
人

盧
四
郎
（
綱
首
な
ど
の
周
辺
）
と
い
う
宋
人
の
積
極
的
な
参
画
を
認

め
る
注
１４

。
さ
ら
に
は
、
承
澄
を
始
め
、
時
忠
流
な
ど
の
関
係
者
を
複
数

指
摘
で
き
る
。「
山
上
平
家
絵
詞
」
の
成
立
時
期
と
も
か
ら
み
興
味

深
い
が
注
１５

、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

文
永
か
ら
弘
安
・
永
仁
・
正
安
の
頃
に
い
た
る
「
小
川
・
白
毫
院

（
太
子
堂
）・
安
居
院
・
霊
山
、
さ
ら
に
は
鷲
尾
金
山
院
な
ど
」
の
東

山
圏
は
、
日
本
中
世
文
学
を
考
え
る
上
で
大
い
に
注
目
す
べ
き
地
域

で
あ
り
、
宋
か
ら
の
舶
載
文
物
や
宋
人
に
親
し
い
環
境
に
あ
っ
た
。

『
七
天
狗
絵
詞
』
は
、
正
に
こ
の
圏
内
に
産
ま
れ
育
ま
れ
た
後
、
釼

阿
の
手
に
よ
っ
て
武
蔵
国
金
沢
称
名
寺
へ
齎
さ
れ
た
。
琵
琶
湖
の
東

西
に
位
置
す
る
天
台
談
義
所
と
学
問
寺
の
現
存
典
籍
が
、
金
沢
文
庫

現
蔵
典
籍
類
と
一
部
で
関
連
し
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

注
１

福
田
栄
次
郎
・
湯
浅
治
久
・
曽
根
原
理
・
松
本
公
一
氏
等

２

「
閑
居
の
友
編
纂
の
一
資
料
」（『〔
復
刊
〕
書
誌
学
』
新
２６
・
２７

合
併
号

１
９
８
１
・
５
）

３

牧
野
「「『
閑
居
友
』
を
め
ぐ
る
周
辺
資
料
―
�
円
海
�
を
め
ぐ

る
一
資
料
に
つ
い
て
―
」（『
実
践
国
文
学
』
７５
号

２
０
０
９
・

３
）

４

「
園
城
寺
伝
来
の
『
宝
秘
記
』
に
つ
い
て
」（『
園
城
寺
文
書
』
第

七
巻
所
収
）

５

松
本
郁
代
氏
第
９
章
「
九
条
道
家
と
真
言
密
教
」（『
中
世
王
権

と
即
位
灌
頂
』
２
０
０
５
・
１２
森
話
社
）、
牧
野
「
慶
政
と
聖
徳

太
子
信
仰
―
宋
版
一
切
経
補
刻
事
業
を
軸
に
―
」（『
仏
教
史
学
研

究
』
５０
巻
１
号

２
０
０
７
・
１１
）、
近
く
予
定
し
て
い
る
口
頭

発
表
で
ふ
れ
る
（
慶
政
や
頼
賢
な
ど
、
延
慶
本
と
天
狗
）
が
、
道

家
の
構
想
の
方
向
性
を
考
え
る
に
、
律
・
密
・
浄
土
な
ど
の
宋
風

を
打
ち
出
し
た
も
の
で
、
南
宋
の
仏
教
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た

―３９―



か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
原
田
正
俊
氏
「
九
条
道
家
の
東
福
寺
と
円

爾
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
６８
号

２
０
０
６
・
４
）、
大
塚
紀

弘
氏
『
中
世
禅
律
仏
教
論
』（
２
０
０
９
・
１０

山
川
出
版
社
）

参
照
。

６

「
阿
婆
縛
抄
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」（『
仏
教
芸
術
』
一
一
二
、

１
９
７
７
）

７

松
本
公
一
氏
「『
阿
娑
縛
抄
』
の
書
写
と
伝
播
」（『
説
話
文
学
研

究
』）、
同
氏
「『
阿
娑
縛
抄
』
を
中
心
に
み
る
中
世
天
台
教
学

（
穴
太
西
山
流
）
の
伝
播
に
つ
い
て
」（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』

２
０
０
８
・
１２
勉
誠
出
版
）
ほ
か
。

８

牧
野
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
東
山
鷲
尾
」
の
注

釈
的
研
究
」（『
説
話
論
集
』
十
一
集

２
０
０
２
・
８

清
文

堂
）、「
補
遺
三
題
―
―
漢
代
画
象
石
に
お
け
る
「
蒲
輪
」・「
良
含

―
遍
融
―
円
光
」
と
白
毫
院
・
弘
仁
官
符
―
―
」（『
実
践
国
文

学
』
７５
号

２
０
０
９
・
３
）
ほ
か
。

９

柴
佳
代
乃
氏
「
書
写
山
の
秘
説
を
め
ぐ
っ
て
」（
季
刊
『
文
学
』

１０
巻
２
号

１
９
９
９
・
４
）。
注
１１
参
照
。

１０

牧
野
「
十
二
世
紀
末
期
の
日
本
舶
載
大
蔵
経
か
ら
�
然
将
来
大

蔵
経
を
の
ぞ
む
」（『
海
を
渡
る
天
台
文
化
』
２
０
０
８
・
１２
勉
誠

出
版
）、
大
谷
由
香
氏
「
新
出
資
料

金
剛
輪
寺
蔵

知
礼
述

『
観
音
玄
義
科
』」（『
南
都
仏
教
』
９２
号

２
０
０
８
）、
牧
野

「「
中
世
前
期
学
僧
と
近
世
書
写
一
寺
院
縁
起
を
め
ぐ
る
二
、
三
の

問
題
―
意
教
上
人
頼
賢
を
軸
に
―
」（『
実
践
国
文
学
』
７６
号

２
０
０
９
・
１０
）、
野
口
実
氏
「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入

宋
・
渡
元
―
武
士
論
の
視
点
か
ら
―
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
２５
号

２
０
１
０
・
４
）

１１

久
保
田
淳
氏
「
法
印
清
誉
に
つ
い
て
」（『
中
世
の
文
学
』
附
録

２２
１
９
９
４
）、
藤
本
孝
一
氏
「
三
井
寺
本
―
真
観
本
―
（
三
）」

（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

月
報
７９
』

２
０
０
８
・
２
）。「
書
写

山
」
と
『
野
守
鏡
』
に
つ
い
て
は
、
福
田
秀
一
氏
『
中
世
和
歌
史

の
研
究
』（
昭
和
４７
・
３

角
川
書
店
）、
柴
佳
世
乃
氏
「「
読
経

道
」
と
書
写
山
」（『
芸
能
の
中
世
』
二
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館
）、

清
水
真
澄
氏
『
読
経
の
世
界
』（
二
〇
〇
一

吉
川
弘
文
館
）
な

ど
参
照
。

１２

山
崎
誠
氏
「
三
井
寺
流
唱
導
遺
響
―
「
拾
珠
抄
」
を
遶
っ
て

―
」〈『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
１
９
９
３
年
・
２
月

和

泉
書
院
〉）

１３

叡
山
版
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
西
山
寶
菩
提
院
と
の
関
連
で
近

く
口
頭
発
表
予
定
。

１４

『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
目
録
』
に
よ
る
。

承
澄
―
『
法
華
玄
義
』
巻
一
・
二
版
下

宋
了
一
―
『
法
華
玄
義
』
巻
六
版
下
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
十

版
下
、『
法
華
文
句
』
巻
三
・
四
版
下
、『
法
華
文
句
記
』
巻
二
・

四
本
・
七
・
八
本
末
・
九
本
末
・
十
版
下

親
守
―
『
法
華
玄
義
』
巻
七
版
下
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
七
版

下

―４０―



忠
源
―
『
法
華
玄
義
』
巻
五
願
主
？
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
五

願
主

大
宋
人
盧
四
郎
―
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
六
版
下

清
誉
―
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
八
版
下

憲
實
―
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
九
版
下

親
瑜
―
『
法
華
文
句
記
』
巻
六
版
下

ほ
か

１５

落
合
博
志
氏
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
享
受
資
料

の
一
、
二
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
２７
号

１
９
９
１
）。

〈
補
記
〉

宋
人
「
智
恵
」
に
つ
い
て
「
新
知
見
」
を
既
に
紹
介
し
た
（
牧
野
「
集

古
会
会
員
と
中
世
典
籍
類
の
蒐
集
・
継
承
に
つ
い
て
」〈『
実
践
国
文
学
』

７８
号
、
平
成
２２
年
１０
月
〉）
が
、「
於
南
部
一
骨
董
舗
求
之
」
と
肩
附
注
記

し
て
「
一
円
覚
経
略
疏
之
鈔
第
一
之
二
」
一
冊
を
著
録
し
た
『
随
神
屋
所

蔵
目
録
』
は
、
在
九
州
福
岡
の
集
古
会
会
員
江
藤
正
澄
の
蒐
集
し
た
古
写

善
本
の
目
録
で
あ
る
。
詳
細
は
譲
る
が
、「
円
覚
経
略
疏
之
鈔
第
一
之

二
」
の
江
藤
の
注
記
に
「
奥
書
云
」
と
し
て
「
永
仁
参
年
乙
未
五
月
十
四

日
書
写
之
畢
執
筆
宋
圀
杭
州
路
仁
私
（
和
か
）
縣
居
人
智
恵
之
」
と
あ
る
。

納
富
・
横
内
両
氏
指
摘
の
ご
と
く
、
こ
の
宋
人
智
恵
が
書
写
に
係
わ
っ

た
『
華
厳
演
義
鈔
』
残
十
九
巻
三
十
三
冊
（
巻
十
五
・
下
・
尾
に
智
恵
書

写
の
奥
書
）
に
は
、
巻
十
一
・
下
の
尾
に
「
永
仁
三
年
乙
未
十
一
月
九
日

於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
畢
／
執
筆
大
唐
国
行
在
臨
安
府
小
堰
門
保
安
橋

居
洪
三
官
人
書
一
校
了
」
と
も
あ
り
、
洪
三
官
人
と
智
恵
が
書
写
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
の
宋
人
が
同
一
人
物
の
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
が
、
出
家
し
て
「
宋
圀
杭
州
路
仁
和
縣
居
人
智
恵
」
と
号
し
た

後
に
「
大
唐
国
行
在
臨
安
府
小
堰
門
保
安
橋
居
洪
三
官
人
」
と
俗
名
を
用

い
た
と
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
別
人
の
可
能
性
も
強
い
。

仮
に
別
人
と
し
て
、
同
筆
と
も
見
紛
う
宋
風
の
秀
勁
な
書
風
は
、
む
し
ろ

極
め
て
均
質
な
個
性
を
消
し
た
筆
致
の
顕
れ
と
も
云
い
え
よ
う
。
ま
た
、

「
洪
三
官
人
」
の
「
官
人
」
を
試
み
に
南
宋
の
出
版
関
連
の
語
彙
に
拾
う

と
臨
安
府
の
版
元
関
連
に
「
衆
安
橋
南
賈
官
人
経
書
印
」
な
ど
と
も
あ
る
。

敢
え
て
云
う
な
ら
ば
、
日
宋
に
わ
た
る
出
版
の
問
題
へ
展
開
す
る
側
面
も

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
稿
に
譲
る
。

同
じ
く
前
号
７８
号
に
紹
介
し
た
江
藤
正
澄
自
筆
『
随
神
屋
所
蔵
目
録
』

に
著
録
さ
れ
た
一
点
「
法
集
経
巻
第
六

一
折
」
に
つ
い
て
附
記
し
、

前
々
号
７７
号
の
一
部
を
訂
正
し
て
お
く
。『
法
集
経
』
巻
第
六
の
印
造
記

と
し
て
記
述
さ
れ
た
「
陳
全
印
造
」
印
は
、
印
面
の
同
異
の
検
討
を
残
す

が
、
同
名
の
刷
手
の
開
元
寺
版
が
知
恩
院
蔵
宋
版
大
蔵
経
や
中
尊
寺
蔵
大

蔵
経
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
仮
に
同
一
人
の
印
造
記
と
す
れ
ば
、

刷
印
時
期
は
中
尊
寺
蔵
大
蔵
経
の
思
渓
版
の
奉
納
識
語
（
吉
祥
院
）
に
基

づ
く
施
入
時
期
を
遥
か
に
下
る
も
の
と
な
り
、
開
元
寺
版
は
思
渓
版
施
入

以
降
の
欠
帖
を
補
う
過
程
で
の
補
配
と
な
ろ
う
。
詳
細
な
検
討
の
後
に
確

定
し
た
い
と
考
え
る
。

尚
々
、
ト
ロ
ン
ト
大
会
発
表
時
の
英
文
原
稿
で
は
、
東
山
白
毫
院
・
小

川
・
霊
山
の
地
域
が
宋
代
の
同
時
代
北
東
ア
ジ
ア
に
直
結
し
て
い
た
こ
と

―４１―



を
述
べ
て
了
え
た
。
い
わ
ゆ
る
叡
山
版
へ
の
宋
代
の
人
々
の
�
版
下
�
参

加
に
と
ど
ま
ら
な
い
参
画
な
の
で
あ
り
、
霊
山
院
の
一
堂
は
、
宋
人
の
寄

進
に
係
る
建
造
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
併
せ
考
え
る
べ
き
十
三
世
紀
の
看

過
し
難
い
重
要
な
一
事
実
で
あ
る
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲

る
。

（
ま
き
の

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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